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論文の内容の要旨

本論文は、江戸時代初期から大正時代末までに建てられた土蔵造り3階建ての蔵（以下、三

階蔵と表記する）に関するものである。日本における木造3階建ての建物は江戸時代初期には

角地に象徴的に建てられていた例もあるが、その後の家作制限により禁じられてきた。しか

し、こうした禁令をかいくぐり、貞享5 (1688)年に刊行された井原西鶴の『日本永代蔵』の

「一に俵、二階造り、三階蔵を見渡せば、都に大黒屋といへる分限者有りける。」の記述の

ように三階蔵は富の象徴として、敷地の奥など人目に触れにくいところに建てられていたと

いうのが、これまでの共通認識であった。
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本研究は、現存する三階蔵の広範な調査を通して、三階蔵の構造や意匠、使用目的、建築

年代、建築の背景などを考察し、その特質を明らかにすることを目的としたものである。

本研究の特徴的な点は、これまでの三階蔵の 研究が町触などの文献資料や、『江戸図屏風』
や『洛中洛外図屏風』などの絵画資料を中心に進められて きたのに対し、現存する三階蔵の
広範な現地調査を通して、三階蔵の特質を考察してきた点にある。

これまで蔵の建築史学的な編年研究はほとんどおこなわれていなかった。大半の蔵が単室

であり平面形が単純であるため、平面形から蔵の編年を追うことは困難であり、また、温湿

度の変化の少ない土蔵の内部では用材が劣化しにくく、用材の風化具合などによる建築年代

の推定も困難なことから、体系的な蔵の編年 研究はおこなわれてこなかった。こうじた中で、

本論文は建築年代が判明している三階蔵の開口部や独立柱のあり方などの細部の観察を通し

て、編年の手かがりを得ようと試みたものでもある。

具体的には、文化財データベースや建造物の調査報告書などをもとに三階蔵のデータベー

スを作成し、大正時代までに建てられた木造の三階蔵で現存するもの 75 棟を抽出し、研究の

対象としているb 三階蔵の大半は個人所有であり、調査9の許可が取れないものもあったが、

34棟の三階蔵について、実測調査や詳細な観察をおこなう
・

機会を得た。このデータをもとに

三階蔵の平面規模、階高、出入り口の仕様、階段の位置、小屋組、床組み、独立柱の有無な

どについて精査し、こうした要素とその地域性や年代観について考察している。こうした考

察を通して、以下のような成果を上げることができた。

・精査した34棟の中で、3棟の三階蔵において3階部分を増築した痕跡を見つけた。2階

cj






